
２０１４年度 島マス記念塾 講義課程表
入塾式・・・2014年4月9日(水)    卒塾式・・・2015年3月13日（金）

【講 義】
時 間 割 内    容 時 間 備考

第１時限 YUNAGATA会議 塾生会活動など［塾生⇔塾生/塾生⇔事務局］ 19:00～19:30 ―

第２時限 講 義Ⅰ 主として講師による講演［講師→塾生］ 19:30～21:00 1コマ

第３時限 講 義Ⅱ （講義に関する）ﾌﾘｰﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ･質疑応答など［講師⇔塾生］ 21:10～21:50 1コマ

【フィールドワーク Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ】
月 日 曜 名    称 内     容 時 間 ツアーガイダンス

6 7 土 コミュニティビジネス視察ツアー 地域づくりの実践事例紹介及び視察など 13～18 親 川 善 一

8 2 土 沖縄市の戦跡見学研修ツアー 倉敷陣地壕、奉安殿・忠魂碑など 13～18 伊 敷 勝 美

10 25 土 首里城及び周辺歴史探訪ツアー 首里城、金城町石畳道、玉陵、識名園など 13～18 恩 河    尚

【キャンプセミナー】
月 日 曜 季 別 内      容 時 間 コーチ等

5
10
～
11

土
・
日

夏 季
（つつじエコパーク泊）

セミナーⅠ ＰＡ(ﾌﾟﾛｼﾞｴｸﾄｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ)実践
セミナーⅡ 慶佐次川マングローブでのカヌー体験
交 流 会 （塾生・卒塾生・塾務会委員）

10出発
・

13到着

ⅠPAﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
Ⅱ東村内

11
22
～
23

土
・

日

秋 季
（ﾎﾃﾙﾑｰﾝﾋﾞｰﾁ泊）

セミナーⅠ 目からウロコのコーチング体験
セミナーⅡ タイプに合わせたコミュニケーション法
交 流 会（塾生・卒塾生・塾務会委員）

13出発
・

13到着

島袋 十史樹

【特別講義】※特別講義は出席には含まれません。

月 日 曜 テーマ 講 師 名

7 31 木 家族が語る＝島マスの人物像＝ 北 村 京 子

※カリキュラムは講師の都合により変更される場合もあります。この場合講師間の移動となり、日程の変更はありません。

月 日 曜 テ ー マ 講 師 名

4 24 木 島マスの福祉哲学とコザ社会 平 田 健太郎

5 22 木 沖縄を物語る 立川 志ぃさー

6 19 木 市民ミュージカル「コザ物語」の時代背景 嶋  津与志

7
3 木 人づくりの種をまく～文化で拓く、人と地域と未来のはなし（南島詩人的島哲学論） 平 田 大 一

17 木 障害と生活の質＝豊かな暮らしを求めて＝ 仲 村 小夜子

8 21 木 成年後見制度＝地域で安心して暮らせるためのシステム＝ 竹 藤  登

9
4 木 沖縄の福祉ビジネスと観光産業 親 川 修

18 木 沖縄での物づくり 金 城 盛 順

10
2 木 琉球弧の在来家畜とソーシャルキャピタル 高 田  勝

16 木 首里城と東アジア社会 恩 河  尚

11 6 木 ディベート入門＝スリリングな世界へあなたを誘う＝ 屋比久  功

12
4 木 琉球ゴールデンキングスの奇跡 木 村 達 郎

18 木 暮らしの中に島言葉＝琉球いろは歌＝ 前 川 守 賢

１
8 木 沖縄の実像を伝える発信力＝基地問題の深層と命の重さの二重基準＝ 松 元  剛

22 木 懸命に生きる人々＝日本人こそ学んで欲しい＝ 池 間 哲 郎

2
5 木 植物工場とTPPと沖縄経済 宮 城 弘 岩

12 木 島マスの人生と福祉 ＝その精神を継承する島マス記念塾＝ 名 嘉 隆 一

3 5 木 実践・ディベート vol.51 コーディネーター
大 田 義 浩


